
2026-2027
DG 延岡研一

2025-2026
DG 藤田千克由

2024-2025
DG 三村彰吾

2023-2024
DG 膳所和彦

国際ロータリー第2720地区 ヴィジョン実現ロードマップ（2024年7月～2027年6月）

地区ヴィジョン 地域と親しみ、ロータリーを繋ごう
地区ヴィジョンをロータリーの Action Plan で実行しよう

地区クラブ活性化ワークショップ・RLI・3523姉妹地区

2720地区から世界で活躍
するロータリアン・ロー
ターアクターを育てよう

地域にロータリーの
種を蒔こう

幅広くロータリーを
親しんで貰おう

柔軟なロータリアン、ロー
ターアクターを育てよう

参加者の積極的な
関りを促す

より大きなインパクト
をもたらす

参加者の基盤を広げる

適応力を高める

 財団の寄付目標を達成
 各クラブのポリオデーイ
ベントをサポート

 奉仕活動の効果の数値測
定能力を高める

 年次基金寄付額/人
 ポリオプラス寄付額/人
 PHS会員数
 恒久基金
 GG件数
 RACのDG件数
 青少年交換人数

 ＄126.27
 ＄22.41
 23人
 $13,169.95
 2件
 0件
 3人

 ＄150
 ＄30
 53人
 ＄15,000
 3件
 2件
 4人

 ＄150
 ＄30
 83人
 ＄17,000
 4件
 3件
 4人

 ＄150
 ＄30
 113人
 ＄20,000
 4件
 3件
 4人

 他団体とのパートナー
シップを拡げる

 多様性のある衛星クラブ
の設立推進

 地域社会への公共イメー
ジアップに努める

 RC数と会員数
 RAC数と会員数
 IAC数と会員数
 衛星クラブ数
 WEB例会クラブ数
 GGメディア掲載
 RYLA参加人数

 RCC数

 74C/2298人
 12C/103人
 30C/435人
 2クラブ
 1クラブ
 0回
 13人

 ２

 74C/2450
 15C/130人
 31C/445人
 3クラブ
 2クラブ
 3回
 25人

 ３

 75C/2500人
 16C/150人
 32/464人
 4クラブ
 3クラブ
 4回
 30人
 全国RYLA
 4

 76C/2600人
 17C/160人
 34C/485人
 5クラブ
 4クラブ
 4回
 30人

 5

 地区のガバナンスと構造、手
続きを効率化

 多様化したクラブ運営、例会
をサポートする

 戦略計画策定クラブ数
 優秀クラブ賞受賞クラブ
 HP他SNS活用
 クラブ細則作成サポート

 35クラブ
 2クラブ

 40クラブ
 10クラブ

 規定審議会出席

 60クラブ
 30クラブ

 規定審議会報告会

 76クラブ
 50クラブ

 多くの会員が参加し、共
感できる研修、研究会、
イベントを企画

 My Rotary登録を進め、
ラーニングセンターでの
学習の機会を広報

 会員維持率向上

 地区大会登録数
 地区研修協議会登録数
 RLI終了証授与人数
 My Rotary登録率
 活性化WS参加クラブ/人

 951人
 764人
 57人
 46.18％
 56C/169人

 1100人
 756人
 80人
 60%
 57C/200人

 1200人
 840人
 95人
 75％
 57C/250人

 1200人
 860人
 110人
 80％
 60C/300人

3523地区・TSMC熊本進出にともなう新クラブ創設の可能性検討

行動目標 年次目標項目Action Plan


